
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
印刷マスク枠５と位置決めするための穴をメタルマスクの耳７の中にもつ印刷パタ－ンが
加工されたメタルマスク１をテトロンフィルム２と接着し、前記印刷マスク枠５は、印刷
装置と固定するときの位置決めのパイロットブッシュ穴８とメタルマスク１と位置決めす
るための穴の両方を持ち、メタルマスク１とテトロンフィルム２とが接着後に、印刷マス
ク枠５ののりしろ部分に接着剤を塗布して、前記印刷マスク枠５の位置決め穴とメタルマ
スクの耳７の穴との両方の穴を重ねあわせてそこにパイロットピン４を挿しこみ固定し、
テトロンフィルム２により必要かつ充分なテンションをかけた状態でメタルマスク１と印
刷マスク枠５を張り合わせ、接着材が固化した後、パイロットピン４を印刷マスク枠５よ
り外し、該印刷マスク枠５に形成されていたメタルマスクの耳を切断したことを特徴とし
たスクリーン印刷マスクの製造方法。
【請求項２】
請求項１記載の製造方法によって製造されたスクリ－ン印刷マスク。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、スクリ－ン印刷マスクの製造方法及びその構造に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】従来の印刷マスクは、印刷マスク枠とテトロンフィルムで連結されている
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メタルマスクが印刷枠に対しての位置が一定でない。この為半田印刷装置に印刷マスクを
セットした状態で、すぐさま被印刷物への所定の位置に寸法精度よく印刷することは不可
能であった。
【０００３】そこで、印刷作業者は被印刷物の印刷が所定の位置よりずれた寸法を測定し
、スクリ－ン印刷装置内にある印刷マスク位置調整機構を使い、角度ずれ、水平方向ずれ
及び垂直ずれの補正を行う。このように正式印刷を行うまでの段取時間が長い事が問題と
なっていた。
【０００４】
【発明の目的】本発明の目的は、印刷マスクをスクリ－ン印刷装置にセットし、すぐさま
被印刷物に対し印刷マスクの位置決めが完了するような、印刷マスクの製造方法及びその
構造を提案するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明のスクリーン印刷マスクの製造は下記のようにおこ
なう。
１　印刷マスク枠５と位置決めするための穴をメタルマスクの耳７の中にもつ印刷パタ－
ンが加工されたメタルマスク１をテトロンフィルム２と接着する
２　（印刷マスク枠５は、印刷装置と固定するときの位置決めのパイロットブッシュ穴８
とメタルマスク１と位置決めするための穴の両方を持っている。）
３　メタルマスク１とテトロンフィルム２とが接着後に、印刷マスク枠５ののりしろ部分
に接着剤を塗布して、前記印刷マスク枠５の位置決め穴とメタルマスクの耳７の穴との両
方の穴を重ねあわせる。
４　重ねあわせた穴にパイロットピン４を挿しこみ固定する。
５　テトロンフィルム２により必要かつ充分なテンションをかけた状態でメタルマスク１
と印刷マスク枠５を張り合わせる。
６　接着材が固化した後、パイロットピン４を印刷マスク枠５より外し、該印刷マスク枠
５に形成されていたメタルマスクの耳を切断する。
【０００６】
【発明の実施例】図１～  図６は本発明の印刷マスクの製造工程を示す図である。尚製造
手順は図１→  図６の順序で流れていくものとする。
製造手順を説明すると、図１のような所望のパターンが印刷されたメタルマスク１を準備
する。このメタルマスク１は４箇所の印刷マスク枠５と位置合わせするための穴があいて
いる。この穴はメタルマスクの耳７の中にある。
図２は印刷マスク枠５にメタルマスク１を載せたところである。
図３は接着剤により、メタルマスク１をテトロンフィルム２にノリシロ部分３にて接着し
、メタルマスク１に必要なテンションを持たせながら、メタルマスク１と印刷マスク枠５
をつなぎあわせているところである。その際メタルマスク１がずれないように、メタルマ
スクの耳７の穴とメタルマスク１と位置決めするための穴の両方の穴を重ねた後にパイロ
ットピンをさして固定している。（ピンは図示していない。）
図４はメタルマスク１をテトロンフィルム２にノリシロ部分３にて接着したところである
。必要印刷パターンの上のテトロンフィルム２は取り除く。
図５はメタルマスク１をテトロンフィルム２印刷マスク枠５の固着が終わり、ピンを抜き
、メタルマスク１の耳を切断しているところである。
図６は出来上がりの状態で、印刷マスク枠５に対してのメタルマスク１の位置完成した印
刷マスク９は必要かつ充分なテンションを備え、なおかつ、印刷マスク枠５のパイロット
ブッシュ８を基準にメタルマスク１内の印刷パタ－ンの寸法位置精度が保障された構造と
なっている。
【０００７】尚図示しないが、スクリ－ン印刷装置の一例をあげると、被印刷物は、スク
リ－ン印刷装置内の被印刷物固定テ－ブル上に４枚セットされる。被印刷物固定テ－ブル
は回転エアシリンダにて１８０度揺動し、手前２枚の被印刷物が、クリ－ム半田をスキ－
ジ駆動部にて印刷される。
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【０００８】マスクは手前より後方にスクリ－ン印刷装置内にセットする。被印刷物固定
テ－ブル内には、マスク位置決めのためパイロットピンを備えており、この回転部とは独
立してパイロットピンを動作させるためのエアシリンダ－がある。
【発明の効果】
【０００９】印刷マスクは、被印刷物がセットされる被印刷物固定テ－ブルと、直接位置
決めされるため、従来の印刷マスクと、スクリ－ン印刷装置の組み合せで必要だった被印
刷物に対しての、印刷マスク位置の角度調整、水平方向調整及び垂直方向調整が不用とな
り、スクリ－ン印刷装置の構造単純化、作業者の段取時間短縮ができた。又本発明の印刷
マスクにより、スクリ－ン印刷装置がシンプルになった。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明メタルマスク一実施例
【図２】印刷マスク枠にテトロンフィルムをのせた所
【図３】本発明メタルマスクにのりづけしてテトロンフィルムを張っているところ
【図４】パイロットピンを挿して位置だししながら印刷マスク枠にメタルマスクを固定し
ているところ
【図５】パイロットピンを抜き取りメタルマスク耳を切断しているところ
【図６】完成したところ
【符号の説明】
１  メタルマスク
２  テトロンフィルム
３  ノリシロ部分
４  パイロットピン
５  印刷マスク枠
６  ノリシロ部分
７  メタルマスクの耳
８  パイロットブッシュ
９  印刷マスク
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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